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1. 取組の概要  

 お客様の脱炭素経営をサポートするためにワンストップ支援メニュー「対話型カーボン

ニュートラルプログラム」を策定し推進。企業の脱炭素に向けた取組への意識付けを行

い、ESG リース、省エネ関連補助金を活用した低炭素・脱炭素設備の導入提案を実施。 

最終的にオフセット支援まで対応することで顧客の【脱炭素経営】に寄与する取組を実施

しました。 

 

2. 取組の目的 

CO2 排出量の可視化から関与することで、取引先の脱炭素経営に対する意識を高め、 

行動変容につなげることを目的としています。 

  

 

3. 取組のポイント 

・「CO2 排出量の可視化」を起点として、「脱炭素化に資する設備導入支援（ESG リース、

省エネ補助金等の活用）」を実施し、最終段階として「オフセット」までワンストップで

対応可能な支援メニューを構築した。 

・「CO2 排出量の可視化」ツール（CO２ミレル）を自社で作成し、「見える化」に繋げた。 

・「脱炭素に向けた取組」を案内するための動画（8 分）を作成。顧客に「脱炭素経営」の

重要性を平易に理解いただくことと、社内の営業力向上・均質化ツールとして活用した。 

 

4. 今後の展望 

・対話型カーボンニュートラルプログラムの取組を通じて、中小企業の取引先に｢脱炭素

経営｣への意識を高める働きかけを継続的に実施していく。併せて、顧客ニーズを踏ま

えた支援メニューの拡充を進めてまいります。 


